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二
月
二
四
日
、
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
踏
み

切
り
、第
二
次
世
界
大
戦
以
来
最
大
の
欧
州
危
機
と
な
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
一
四
年
三
月

の
ク
リ
ミ
ア
併
合
を
は
る
か
に
超
え
る
「
力
に
よ
る
現
状
変
更
」
で

あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
お
よ
び
領
土
の
一
体
性
を
侵
害
す
る
国

際
法
お
よ
び
国
連
憲
章
へ
の
重
大
な
違
反
行
為
で
あ
る
。
ま
た
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
独
立
と
主
権
を
尊
重
し
、
同
国
に
脅
威
や
武
力
行
使
を

控
え
る
旨
の
米
英
ロ
な
ど
に
よ
る
一
九
九
四
年
の
「
ブ
タ
ペ
ス
ト
覚

書
」
に
も
反
す
る
。

　

国
際
社
会
で
の
孤
立
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は

ル
ビ
コ
ン
川
を
渡
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
回
の
軍
事
侵
攻
に
よ
り
、
国

際
社
会
は
ロ
シ
ア
に
対
す
る
認
識
を
根
本
か
ら
修
正
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
国
際
秩
序
の

根
幹
を
揺
る
が
す
も
の
で
あ
り
、
中
国
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
地
域
へ

の
否
定
的
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
、決
し
て「
対
岸
の
火
事
」で
は
な
い
。

軍
事
侵
攻
に
踏
み
切
っ
た
背
景

　

昨
年
一
〇
月
末
よ
り
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
境
付
近
に

一
〇
万
人
以
上
の
兵
力
を
集
結
さ
せ
、
米
国
や
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
に
対
し
て
、
①
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
不
拡
大
、
②
一
九
九
七

年
以
前
の
態
勢
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
軍
事
力
を
縮
小
す
る
こ
と
、
③
ロ
シ

ア
国
境
付
近
へ
の
攻
撃
兵
器
の
不
配
備
、
な
ど
を
要
求
し
た
。
ロ
シ

ア
と
米
国
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
間
で
交
渉
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
結
果

的
に
ロ
シ
ア
が
満
足
す
る
よ
う
な
回
答
が
得
ら
れ
ず
、
プ
ー
チ
ン
大

統
領
は
軍
事
侵
攻
と
い
う
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
決
断
し
た
。

　

ま
ず
二
月
二
一
日
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
ロ
シ
ア
系
住
民
の

防
衛
研
究
所
政
策
研
究
部
長

兵
頭
慎
治

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
真
意
は
ど
こ
に
あ
る
の
か—

—

。

世
界
が
首
を
か
し
げ
る
な
か
、
軍
事
侵
攻
は
続
い
て
い
る
。

侵
攻
の
背
景
は
。
ア
メ
リ
カ
が
情
報
公
開
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

各
国
の
制
裁
は
ど
の
よ
う
な
展
開
に
つ
な
が
る
の
か
。

俯
瞰
的
観
点
か
ら
侵
攻
を
描
き
、
そ
の
影
響
を
考
察
す
る
。

ひ
ょ
う
ど
う　

し
ん
じ　

上
智
大
学
大
学

院
博
士
前
期
課
程
修
了
。
英
国
王
立
統
合

国
防
安
全
保
障
問
題
研
究
所
（
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
）

客
員
研
究
員
を
経
て
現
職
。
ロ
シ
ア
・
東

欧
学
会
副
代
表
理
事
、
内
閣
官
房
国
家
安

全
保
障
局
顧
問
な
ど
を
歴
任
。
専
攻
は
ロ

シ
ア
地
域
研
究
。
著
書
に
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
国

際
秩
序
の
再
編
』（
共
著
）
な
ど
。

プ
ー
チ
ン
の
論
理
、国
際
社
会
の
衝
撃
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多
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
の
二
州
の
独
立
を
一
方
的
に
承
認
し
、
翌

二
二
日
に
同
地
域
に
対
し
て
「
平
和
維
持
」
を
名
目
に
ロ
シ
ア
軍
の

派
遣
を
指
示
し
た
。
そ
し
て
、
二
四
日
、
東
部
二
州
の
住
民
が
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
演
説
に
お
い
て

以
下
の
よ
う
な
発
言
を
行
い
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
武
装
解
除
を
目
的

と
し
た
「
特
別
軍
事
作
戦
」
を
行
う
と
宣
言
し
た
。
こ
の
軍
事
侵
攻

に
よ
り
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
政
権
を
打
倒
し
た
上
で
、
ロ
シ
ア
寄
り
の

政
権
を
樹
立
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
阻
止
す
る
狙
い

が
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

軍
事
侵
攻
開
始
時
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
演
説
（
要
旨
）

・
ロ
シ
ア
は
世
界
で
最
も
強
力
な
核
保
有
国
の
一
つ
で
あ
り
、
新
型

兵
器
で
は
一
定
の
優
位
性
が
あ
る
。
わ
が
国
へ
の
直
接
侵
攻
は
、
侵

略
者
に
と
っ
て
敗
北
と
最
悪
の
結
果
に
つ
な
が
る
。

・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
イ
ン
フ
ラ
拡
大
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
の
軍
事
開
発
が

受
け
入
れ
難
い
の
は
、Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
い
う
組
織
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
米
国
の
外
交
政
策
の
一
手
段
に
過
ぎ
な
い
た
め
だ
。

・
米
国
と
同
盟
国
に
よ
る
封
じ
込
め
政
策
は
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
生

き
る
か
死
ぬ
か
の
問
題
で
あ
り
、
わ
が
国
の
存
在
、
主
権
そ
の
も
の

へ
の
現
実
的
な
脅
威
で
あ
る
。
そ
こ
に
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
彼

ら
は
そ
れ
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
に
居
住
す
る
数
百
万
の
人
々
に
対
す
る
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
は
速
や
か
に
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
彼
ら
は
ロ
シ
ア
だ
け

を
頼
り
に
し
て
い
る
。

・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
主
要
国
は
、
極
端
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
族
主
義
・
ネ
オ
ナ

チ
を
支
持
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
と
こ
れ
ら
勢
力
と
の
衝
突
は
回
避
し

難
く
、
時
間
の
問
題
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
核
兵
器
の
保
有
さ
え
主
張

し
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

・
二
〇
〇
〇
〜
〇
五
年
の
コ
ー
カ
サ
ス
の
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
に
対
す

る
軍
事
抗
争
（
筆
者
注
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
）、
一
四
年
の
ク
リ
ミ

ア
、
セ
ヴ
ァ
ス
ト
ポ
リ
住
民
に
対
す
る
支
援
（
筆
者
注
、
ク
リ
ミ
ア

半
島
の
併
合
）、
一
五
年
に
ロ
シ
ア
軍
が
シ
リ
ア
か
ら
浸
透
し
て
く

る
テ
ロ
リ
ス
ト
の
障
壁
と
な
っ
た
こ
と
（
筆
者
注
、
シ
リ
ア
軍
事
介

入
）
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
に
は
自
分
た
ち
を
防
衛
す
る
他
の
手
段

は
な
か
っ
た
。

・
連
邦
議
会
は
、両「
人
民
共
和
国
」と
の「
友
好
協
力
相
互
援
助
条
約
」

を
承
認
し
、ロ
シ
ア
大
統
領
は
特
殊
軍
事
作
戦
の
実
施
を
決
定
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
権
に
よ
っ
て
迫
害
・
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

に
晒
さ
れ
て
き
た
人
々
の
保
護
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
ロ
シ
ア
国

民
を
含
む
民
間
人
に
対
し
て
、
多
数
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
犯
罪
者
を
裁

判
に
か
け
る
。

・
わ
れ
わ
れ
の
計
画
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
の
占
領
は
含
ま
れ
な
い
。
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わ
れ
わ
れ
の
行
動
は
自
衛
で
あ
る
。
起
こ
り
得
る
流
血
に
対
す
る
全

責
任
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
権
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
を
妨
害
し
、
脅
威

を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
者
は
、
ロ
シ
ア
の
対
応
が
迅
速
で
あ
り
、
あ
な

た
達
が
歴
史
上
い
ま
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
結
果
を
招
く
こ
と
を

知
る
べ
き
で
あ
る
。（
出
典
：
ロ
シ
ア
大
統
領
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

　　

ロ
シ
ア
に
よ
る
軍
事
侵
攻
は
、
ま
ず
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
な
ど
で
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
軍
事
拠
点
が
破
壊
さ
れ
、
ロ
シ
ア
お
よ
び
ベ
ラ
ル
ー
シ
国

境
の
三
方
向
か
ら
戦
車
な
ど
の
地
上
兵
力
が
投
入
さ
れ
た
。
戦
闘
が

続
く
に
つ
れ
て
ロ
シ
ア
軍
の
支
配
地
域
は
拡
大
し
、
最
終
的
に
は
首

都
キ
エ
フ
の
軍
事
掌
握
を
狙
っ
て
い
る
。
他
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ

レ
ン
ス
キ
ー
政
権
は
、
国
民
総
動
員
に
よ
り
徹
底
抗
戦
の
構
え
を
見

せ
、
祖
国
防
衛
を
目
指
す
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
ロ
シ
ア
側
が
想
定
す
る

以
上
に
善
戦
し
て
い
る
。
米
国
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
に

対
戦
車
ミ
サ
イ
ル
な
ど
を
供
与
し
て
い
る
が
、
自
ら
の
兵
力
を
直
接

投
入
す
る
こ
と
は
控
え
て
い
る
。
ロ
シ
ア
と
軍
事
的
に
直
接
対
峙
す

れ
ば
、
核
戦
争
も
含
め
て
第
三
次
世
界
大
戦
に
発
展
す
る
可
能
性
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
決

断
し
た
の
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
。
東
部
二

州
の
独
立
承
認
が
軍
事
侵
攻
の
前
段
階
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
遅
く
と

も
二
月
一
五
日
の
議
会
下
院
に
よ
る
独
立
承
認
要
求
決
議
ま
で
に

は
、
軍
事
侵
攻
が
最
終
決
断
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
当
初
、
米

国
政
府
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
の
二
月
一
六
日
が「
Ｘ
デ
ー
」

で
あ
る
と
観
測
し
て
い
た
が
、
実
際
の
軍
事
侵
攻
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

終
了
後
の
二
四
日
と
な
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
二
〇
日
ま
で
と
さ
れ

て
い
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
の
合
同
軍
事
演
習
も
延
期
さ
れ
た
。

　

三
月
一
日
に
は
首
都
キ
エ
フ
で
テ
レ
ビ
塔
が
破
壊
さ
れ
た
ほ
か
、

四
日
に
は
南
東
部
の
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
発
が
ロ
シ
ア
軍
に
制
圧
さ
れ

る
な
ど
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
軍
事
行
動
の
対
象
は
非
軍
事
施
設
に
及

ん
で
い
る
。
度
重
な
る
停
戦
交
渉
で
、一
般
市
民
を
脱
出
さ
せ
る「
避

難
ル
ー
ト
」
の
設
置
が
合
意
さ
れ
た
が
、
こ
の
ル
ー
ト
で
市
民
が
脱

出
し
た
後
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
軍
事
行
動
が
激
化
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
既
に
多
数
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
が
ポ
ー

ラ
ン
ド
な
ど
の
国
外
に
避
難
し
て
い
る
。

国
際
社
会
か
ら
の
批
判
と
経
済
制
裁

　

米
国
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
直
接
軍
事
介
入
し
な
い
代
わ
り
に
、

「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
と
い
う
形
で
、
米
国
が
収
集

し
た
ロ
シ
ア
軍
の
動
態
に
関
す
る
機
密
情
報
を
積
極
的
に
開
示
し
、

ロ
シ
ア
側
の
動
き
を
抑
止
し
よ
う
と
し
た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
、

二
月
一
八
日
に
、「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
決
断
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し
た
と
確
信
し
た
。
ロ
シ
ア
は
数
日
か
ら
一
週
間
の
間
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
攻
撃
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
標
的
は
首
都
キ
エ
フ
に
な
る
」
と

発
言
し
、
そ
の
指
摘
は
結
果
的
に
正
し
か
っ
た
。
だ
が
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
軍
事
侵
攻
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
た
も
の

の
、
軍
事
侵
攻
そ
れ
自
体
を
封
じ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
他
方
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
含
め
て
、
ロ
シ
ア
政
府
は
事
前
に
「
軍
事
侵
攻

の
意
図
も
計
画
も
な
い
」
と
繰
り
返
し
て
い
た
が
、
結
果
的
に
こ
れ

は
全
く
の
虚
偽
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
発
言

や
ロ
シ
ア
側
の
報
道
に
対
す
る
信
ぴ
ょ
う
性
は
大
き
く
低
下
し
た
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
受
け
て
、
国
際
社

会
は
国
連
な
ど
を
通
じ
て
非
難
の
声
を
強
め
る
と
と
も
に
、
一
部
の

ロ
シ
ア
の
銀
行
を
国
際
銀
行
間
通
信
協
会
（
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
）
の
決
済

網
か
ら
排
除
す
る
、
さ
ら
に
は
ロ
シ
ア
中
央
銀
行
の
国
外
資
産
を
凍

結
す
る
な
ど
、強
力
な
経
済
制
裁
に
乗
り
出
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

二
七
日
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
「
核
抑
止
力
部
隊
」
に
臨
戦
態
勢
を

命
じ
る
な
ど
、
核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
す
る
よ
う
な
動
き
を
見
せ
て

国
際
社
会
を
牽
制
し
て
い
る
。

　

今
回
の
軍
事
侵
攻
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
は
国
際
社
会
で
孤
立
し
、
国

連
な
ど
で
強
い
非
難
を
受
け
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
経
済
制
裁
に
直

面
し
て
い
る
。
見
通
し
得
る
将
来
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
が
欧
米
諸
国

と
の
間
で
、
政
治
的
、
経
済
的
な
信
頼
関
係
を
取
り
戻
す
こ
と
は
難

し
く
、
む
し
ろ
両
者
の
対
立
は
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
日
本
企
業
も
参
加
す
る
サ
ハ
リ
ン
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
開

発
事
業
か
ら
は
欧
米
企
業
も
撤
退
を
表
明
し
た
。
今
後
、
世
界
と
ロ

シ
ア
と
の
間
の
経
済
関
係
も
大
き
く
縮
小
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、

石
油
価
格
の
高
騰
な
ど
の
余
波
は
既
に
日
本
に
も
及
び
つ
つ
あ
る
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
非
合
理
な
決
断

　

昨
年
末
か
ら
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
に
侵
攻
す
る
軍
事
態

勢
は
整
っ
て
い
た
が
、ロ
シ
ア
に
と
っ
て
は
失
う
も
の
が
多
く
、プ
ー

チ
ン
大
統
領
が
そ
の
よ
う
な
非
合
理
な
決
断
を
行
う
可
能
性
は
そ
れ

ほ
ど
高
く
な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
悪
い
意
味
で

そ
の
予
想
は
外
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
般
市
民
へ
の
容
赦
な
い
攻
撃
や

頻
繁
な
核
使
用
を
示
唆
す
る
発
言
な
ど
、
米
国
で
は
プ
ー
チ
ン
大
統

領
が
理
性
を
欠
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
が
強
ま
っ
て

い
る
。
今
後
の
情
勢
を
読
み
解
く
に
あ
た
り
、
最
終
的
に
何
を
求
め

て
い
る
の
か
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
意
図
を
合
理
的
に
読
み
解
く
こ

と
が
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

ク
リ
ミ
ア
併
合
時
に
は
、
そ
れ
ま
で
低
下
傾
向
で
あ
っ
た
プ
ー
チ

ン
大
統
領
の
支
持
率
が
九
割
近
く
ま
で
上
昇
し
た
。
対
外
強
硬
路
線

を
通
じ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
鼓
舞
や
国
威
発
揚
に
よ
り
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
は
自
ら
の
政
治
的
求
心
力
を
高
め
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
へ
の
軍
事
侵
攻
に
関
し

て
は
、
既
に
ロ
シ
ア
国
内
で
反
戦
デ
モ
や
政
府
批
判
の
動
き
が
高

ま
っ
て
お
り
、
政
権
に
近
い
新
興
財
閥
や
退
役
将
校
な
ど
が
公
然
と

非
難
の
声
を
上
げ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ
ア
の
歴
史
的
ル
ー

ツ
で
あ
り
、
同
じ
東
ス
ラ
ブ
の
兄
弟
民
族
で
あ
る
両
国
民
が
多
数
犠

牲
に
な
る
こ
と
を
、
多
く
の
ロ
シ
ア
国
民
も
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難

し
い
で
あ
ろ
う
。
ク
リ
ミ
ア
併
合
は
ほ
ぼ
無
血
だ
っ
た
が
、
今
回
は

多
数
の
ロ
シ
ア
兵
の
犠
牲
や
ロ
シ
ア
国
民
の
経
済
生
活
へ
の
影
響
が

予
想
さ
れ
、
か
つ
て
の
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
の
よ
う
な
厭
戦
ム
ー
ド
が

ロ
シ
ア
国
内
で
高
ま
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
攻

撃
の
様
子
を
生
々
し
く
世
界
に
発
信
し
、
そ
の
情
報
が
ロ
シ
ア
国
内

に
も
流
入
し
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
ネ
ッ
ト
の
規
制
に
加
え
て
、
ロ
シ
ア
軍
の
活
動
に
つ
い
て
誤
っ
た

情
報
を
拡
散
し
た
場
合
に
罰
則
を
科
す
法
律
に
署
名
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
欧
米
の
メ
デ
ィ
ア
が
ロ
シ
ア
国
内
で
の
取
材
や
報
道
を
停
止

す
る
動
き
も
み
ら
れ
、
ロ
シ
ア
国
内
に
お
け
る
情
報
統
制
が
ま
す
ま

す
強
ま
っ
て
い
る
。国
際
社
会
か
ら
の
厳
し
い
経
済
制
裁
に
加
え
て
、

欧
米
諸
国
の
企
業
が
ロ
シ
ア
か
ら
の
撤
退
を
決
め
て
お
り
、
今
後
の

ロ
シ
ア
は
、
か
つ
て
の
ソ
連
の
よ
う
な
「
統
制
さ
れ
た
閉
鎖
空
間
」

に
逆
戻
り
し
つ
つ
あ
る
。
外
側
の
情
報
が
ロ
シ
ア
に
流
入
し
に
く
く

な
っ
た
と
す
れ
ば
、
多
く
の
ロ
シ
ア
人
は
何
か
お
か
し
い
と
違
和
感

を
抱
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

中
ロ
・
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
影
響

　

欧
米
諸
国
と
の
関
係
が
悪
化
す
れ
ば
、
ロ
シ
ア
は
中
国
に
接
近
す

る
傾
向
が
あ
り
、
反
米
と
い
う
観
点
か
ら
中
ロ
の
戦
略
的
な
連
携
が

さ
ら
に
強
ま
る
で
あ
ろ
う
。
最
近
で
は
、
中
ロ
は
日
本
周
辺
で
共
同

し
た
軍
事
行
動
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
極
東
地
域
に

お
け
る
ロ
シ
ア
軍
の
動
き
も
活
発
化
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
を
め
ぐ
る
中
ロ
関
係
は
実
は
単
純
で
は
な
い
。
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
つ
い
て
、
中
国
は
支
持
も
非
難
も
表
明
し
な
い

あ
い
ま
い
な
態
度
を
と
り
続
け
て
い
る
。
対
米
共
闘
で
連
携
を
深
め

る
ロ
シ
ア
に
配
慮
す
る
一
方
、
中
国
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
も
深
い
関
係

に
あ
り
、
ロ
シ
ア
に
巻
き
込
ま
れ
て
世
界
で
孤
立
し
た
く
な
い
と
の

本
音
が
垣
間
見
え
る
。

　

中
国
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
一
九
九
二
年
に
国
交
を
、
二
〇
〇
一
年

に
全
面
的
な
友
好
協
力
関
係
を
、
一
一
年
に
は
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
関
係
を
樹
立
さ
せ
、両
国
は
協
力
関
係
を
深
化
さ
せ
て
き
た
。

現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
最
大
の
貿
易
相
手
は
中
国
で
あ
り
、
一
帯
一

路
に
お
け
る
陸
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
年

七
月
に
中
国
湖
北
省
武
漢
か
ら
首
都
キ
エ
フ
に
向
け
た
定
期
直
通
列
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車
が
、
二
一
年
九
月
に
は
キ
エ
フ
か
ら
陝
西
省
西
安
市
に
向
け
た
直

通
列
車
が
そ
れ
ぞ
れ
運
行
を
開
始
し
て
お
り
、
二
〇
二
〇
年
に
お
け

る
中
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
直
接
投
資
額
は
二
一
〇
〇
万
ド
ル
以
上

に
及
ん
で
い
る
。

　

軍
事
技
術
協
力
に
関
し
て
は
、
中
国
の
初
代
空
母
「
遼
寧
」
の
原

型
に
あ
た
る
旧
ソ
連
製
空
母
「
ヴ
ァ
リ
ャ
ー
グ
」
が
一
九
九
八
年
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
中
国
に
譲
り
渡
さ
れ
た
ほ
か
、
戦
車
な
ど
が
搭

載
可
能
な
世
界
最
大
の
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
型
揚
陸
艇
「
ズ
ー
ブ
ル
」、

さ
ら
に
は
航
空
機
の
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
な
ど
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

中
国
に
供
与
さ
れ
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
っ
て
は
、
中
ロ
間
で
縄
張
り
争
い
の
側
面
が

あ
る
。
ロ
シ
ア
は
自
ら
の
影
響
圏
で
あ
る
と
考
え
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

米
国
率
い
る
軍
事
同
盟
が
拡
大
す
る
こ
と
を
懸
念
す
る
が
、
本
音
で

は
中
国
に
よ
る
過
剰
な
進
出
も
好
ま
し
く
思
っ
て
い
な
い
。
他
方
、

中
国
の
側
も
、
今
回
の
軍
事
侵
攻
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
完
全
に
支
配
下
に
置
く
こ
と
も
望
ん
で
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
、
反
米
と
い
う
戦
略
的
な
観
点
で
は
連
携
す
る
両
国
で
あ

る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
「
中
ロ
対
欧
米
」
と
い
う

二
項
対
立
的
の
単
純
な
図
式
は
成
立
し
な
い
。
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻

に
対
し
て
中
国
が
距
離
を
置
く
姿
勢
が
顕
著
に
な
れ
ば
、
中
ロ
協
調

に
も
本
質
的
に
影
を
落
と
す
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

迫
ら
れ
る
日
本
の
対
ロ
認
識
の
見
直
し

　

国
際
社
会
で
孤
立
す
る
ロ
シ
ア
に
、
日
本
が
ど
う
向
き
合
う
の
か

と
い
う
点
も
深
刻
で
あ
る
。
二
〇
一
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
時
は
、

北
方
領
土
問
題
を
抱
え
る
日
本
の
経
済
制
裁
は
欧
米
諸
国
よ
り
緩
や

か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
日
本
は
厳
し
い
制
裁
に
乗
り
出
す
こ
と

か
ら
、
日
ロ
間
の
平
和
条
約
締
結
交
渉
も
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
本
年
中
に
改
訂
が
予
定
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
の
「
国
家

安
全
保
障
戦
略
」
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
対
ロ
認
識
に
大
き
な

修
正
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

今
回
の
軍
事
侵
攻
は
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
見
方
に
大
き
な
変
更
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
意
図
を
分
析

す
る
上
で
、
合
理
的
に
解
釈
す
る
こ
と
の
限
界
を
示
す
も
の
で
も
あ

る
。
本
稿
執
筆
時
点
（
三
月
一
三
日
）
で
情
勢
は
な
お
流
動
的
で
あ

り
、
ど
こ
か
の
段
階
で
停
戦
和
平
が
合
意
さ
れ
る
の
か
、
戦
闘
が
拡

大
し
て
破
滅
的
な
結
果
と
な
る
の
か
、
こ
の
先
を
見
通
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
歴
史
的
に
も
精
神
的
に
も
深
い

結
び
つ
き
の
あ
る
血
縁
関
係
で
あ
り
、
一
刻
も
早
く
事
態
が
改
善
さ

れ
、
戦
火
が
収
ま
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
た
い
。
そ
し
て
日
本
と
し

て
は
、
安
全
保
障
面
に
お
い
て
隣
国
ロ
シ
ア
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き

か
、
あ
ら
た
め
て
再
検
討
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
●




